
「委託費」版

経費区分が補助金の場合は「補助金」版をご参照ください
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入力支援ツール（AMED収支決算書集計ツール）
の利用について（マニュアル）
※e-Radシステムのヘルプデスクでは、このマニュアルの問い合わせには対応しておりません。

令和５年度会計実績登録改訂版（２０２４年６月）

経費区分が委託費の場合の説明です。

※AMED収支決算書集計ツールに入力する場合の収支決算書は、実績報告書に添付したものをご準備

頂きます。その後修正等を行って当機構へ再提出している場合は、登録を行う時点で、最新の（修正後再
提出した）収支決算書による入力をお願いします。



入力支援ツール（AMED収支決算書集計ツール）の利用について

会計実績情報の登録

⚫ e-Rad （府省共通研究開発システム）への実績報告の登録のうち、会計実績情報の登録は、実績
報告書の「収支決算書」の情報をe-Radへ登録することとなります。

⚫ e-Radではインポート用に「CSVファイル編集ツール」を提供していますが、AMEDの委託事業及び補
助事業において事業の実施形態等から、このCSVファイル編集ツールをそのまま利用する場合は
煩雑な入力作業となります。そこで、AMEDが研究開発代表者に提供させていただく支援ツールは、
研究開発代表者が自身の「収支決算書（Excelファイル）」の他に、同じ課題ＩＤの研究開発分担者
（再委託先を除く）の「収支決算書（Excelファイル）」を一括して入力することにより、e-Radの提供す
るCSVファイル編集ツールに取込可能なCSVファイルを作成するものです。

⚫ このツールは、e-RadのCSVファイル編集ツールにあわせてWindowsでのみの対応となっています。
恐れ入りますが、Windows以外のOSのパソコンをお使いの方は、Windows搭載のパソコンをご準
備いただくかe-Radへ直接入力していただきますようお願いいたします。
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e-Rad （府省共通研究開発システム）の実績報告の登録における
研究開発分担者への編集権限設定に伴う取扱いについて

⚫ e-Rad （府省共通研究開発システム）のシステム改修に伴い、実績報告の登録にあたって、研究開発分担者への
登録内容の編集権限が設定できることになっています。この場合の支援ツールの利用について説明します。

➢ 研究開発代表者が実績報告を最終的に登録することに変更はありません。
➢ 編集権限を設定した研究開発分担者に実績報告を登録させる場合は、まず、研究開発代表者がe-Radへの
登録を開始して一時保存（登録開始直後に無記入のまま一時保存することも可）の状態にします。

➢ 研究開発分担者は、該当の課題が一時保存の状態になっていることを確認して手入力で登録を実施します。
研究開発代表者が登録を開始(一時保存)するまでは登録画面に入るための「入力画面」ボタンが表示され
ません。

➢ 研究開発代表者は、AMEDが提供する支援ツールをそのまま利用してe-Radへインポートすることができます。
しかし、研究開発分担者は、AMED支援ツールを利用できませんので直接手入力いただく必要があります。

➢ 研究開発分担者のうち、再委託先については、研究開発代表者の収支決算書に会計実績が合算されてい
るため、編集権限は設定せず、研究開発代表者が支援ツールを利用して登録することとなります。

➢ 研究開発代表者が登録開始直後に無記入のまま一時保存し、研究開発分担者に入力させた場合の支援
ツールの利用には注意が必要です。e-Rad CSVファイル編集ツールの操作およびe-Radシステムへのイン
ポートは修正として実施する必要があります。
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入力支援ツール利用の流れ
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AMED収支決算書集計ツール（Ver.8.00）の概要

氏名（姓） 氏名（名）
研究者番
号

研究機関
番号

契約額－
合計

契約額－
直接経費
－物品費

契約額－
直接経費
－人件
費・謝金

契約額－
直接経費
－旅費

契約額－
直接経費
－その他

契約額－
直接経費
－計

契約額－
間接経費

決算額－
合計

決算額－
直接経費
－物品費

決算額－
直接経費
－人件
費・謝金

決算額－
直接経費
－旅費

決算額－
直接経費
－その他

決算額－
直接経費
－計

10001653 2.02E+09 10000000 20000000 10000000 10000000 15000000 10000000 20000000 10000000 10000000
60001658 2.02E+09 0 5000000 0 0 0 0 5000000 0 0
20001654 2.02E+09 0 10000000 0 0 0 0 10000000 0 0

AMED収支決算書集計ツール
ExcelファイルデータをCSVファイルデータに変換する
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委託研究開発実績報告書
【令和5年度版】

委託研究開発実績報告書
【繰越等】

【令和5年度版】

令和4年度から令和5年度に
繰越がある場合に提出

１．繰越がない場合
２．【注意】令和6年度へ繰越がある場合

は、こちらの様式で提出してください。繰
越額は差し引いて、備考欄に記載し、実
際に執行した額を登録してください。（51
～52ページ参照）



実績報告書(委託)ファイルの保存
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収支決算書の課題管理番号、課題ID、

研究者番号、研究機関番号、機関名
の記入漏れはないかご確認ください。

番号は半角で記入しますが、番号の前後に空欄
がないことを確認してください。
空欄も1桁とカウントし、エラーの原因となります。

課題管理番号
研究機関とAMEDとの委託契約又は交付決定に
際して1件ごとに付す番号で英数字16桁です。年
度毎に更新されます。

課題ID（e-Rad）
応募情報をe-Radに登録した際に自動的に付与
される8桁の番号です。

再委託先に複数の研究開発分担者が
いる場合は、再委託契約上の代表研究
者の番号のみ記入してください。

研究機関番号
「0(ゼロ)」から始まる機関番号は、 “数字”では
なく“半角文字列”で10桁「0000111111 (例) 」と
入力してください。

研究機関に所属していない研究者の研究機関
番号は「ZZZZZZZZZZ」と英文字半角大文字で
「Z」を10桁入力してください。

研究者番号
当該研究課題の応募の単位が「研究者」単位で
はなく「研究機関」単位の場合には、“数字”で
はなく“半角文字列”で8桁「00000000」と入力し
てください。

※AMED収支決算書集計ツールのご利用にあたっては、
最新（令和５年度版）の報告様式を御利用ください。



同じ課題で前年度からの繰越がある場合は、
実績報告書（繰越等）を同じフォルダに保存します。
収支決算書の課題管理番号、課題ID、機関名、研

究機関番号、研究者番号の記入漏れはないかご
確認ください。

番号は半角で記入しますが、番号の前後に空欄
がないことを確認してください。
空欄も1桁とカウントし、エラーの原因となります。

実績報告書（委託・繰越等）のファイルの保存
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研究者番号
当該研究課題の応募の単位が
「研究者」単位ではなく「研究機関」
単位の場合には、“数字”ではなく
“半角文字列”で8桁「00000000」と
入力してください。

研究機関番号
「0(ゼロ)」から始まる機関番号は、 “数字”では
なく“半角文字列”で10桁「0000111111 (例) 」と
入力してください。

研究機関に所属していない研究者の研究機関
番号は「ZZZZZZZZZZ」と英文字半角大文字で
「Z」を10桁入力してください。

※AMED収支決算書集計ツールのご利用にあたっては、
最新（令和５年度版）の報告様式を御利用ください。



実績報告書(補助)ファイルの保存
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収支決算書の課題管理番号、課題ID、研

究機関番号、研究者番号、機関名の記入
漏れはないかご確認ください。

番号は半角で記入しますが、番号の前後に空欄
がないことを確認してください。
空欄も1桁とカウントし、エラーの原因となります。

※AMED収支決算書集計ツールのご利用にあたっては、
最新（令和５年度版）の報告様式を御利用ください。

研究者番号
当該研究課題の応募の単位が「研究者」単位
ではなく「研究機関」単位の場合には、“数字”
ではなく“半角文字列”で8桁「00000000」と入力
してください。

e-Radシステムの公募の経費区分が
委託事業で、課題IDが同じ場合には、
AMEDへの申請が補助であっても同じ
フォルダに保存してください。
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はじめに収支決算書を保存するためのフォルダを作成し、収支決算書のファイルを保存してください。

➢ 実績報告書のExcelファイルを保存する（ファイル名は任意）
➢ 令和4年度からの繰越がある場合は、委託研究開発実績
報告書【繰越等】（令和5年度版）も同じフォルダに保存する。

※このフォルダには、実績報告書以外の「AMED収支決算書
集計ツール」、「CSVファイル編集ツール」等を保存しないこと。

任意のフォルダ名の
フォルダを作成する。
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収支決算書のフォルダの準備ができましたら
AMED収支決算書集計ツールを起動します。

AMED収支決算書集計ツールは、収支決算書
を保存したフォルダの外に保存してください。

AMEDの提供する「AMED収支決算書集計
ツール」の保存は、必ず使用しているパソコン
に直接保存してご使用ください。
メールの添付ファイルからそのまま起動した
場合、またはサーバー等に保存した状態から
起動した場合は、誤動作により機能しない恐
れがあります。



AMEDが提供する入力支援ツール（AMED収支決算書集計ツール）
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➢ AMEDの提供する「AMED収支決算書集計
ツール」を起動しましたら、収支決算書を保存
しているフォルダの取り込みを行います。

➢ このツールは、経費区分の委託費、補助金の
いずれにも対応しています。
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AMEDが提供する入力支援ツール（AMED収支決算書集計ツール）

➢ 経費区分が委託費の場合には
こちらをクリックしてください。

➢ 収支決算書を保存したフォルダ
を選択するためのダイアログが
表示されます。次ページ参照
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AMEDが提供する入力支援ツール（AMED収支決算書集計ツール）

AMED収支決算書集計ツールの
取り込みの際はExcelファイル等

は表示されません。この時点で
ファイル名が表示されている場合
はエラーとなる場合があります。

ダイアログが表示されましたら、
収支決算書を保存したフォルダ
（フォルダ名は任意）を選択して
「OK」ボタンをクリックします。

OKボタンをクリックしてから５～６秒
ほどかかる場合があります。

収支決算書を保存したフォルダ
（フォルダ名は任意）



➢ CSVファイルが表示のファイル名で
作成され、「output」フォルダ(自動で
作成)に保存されます。 （次ページ
参照）

➢ なお、エラーが出た場合は、エラー
表示にしたがって修正してください。
修正方法が不明の場合は当機構へ
お問い合わせください。
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AMEDが提供する入力支援ツール（AMED収支決算書集計ツール）

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツールのデータ取込に対応した
CSVファイルが出力されます。ファイル名「AMED_Itakuhi2024XXXXXXXX.csv」

ファイル名を確認して「OK」ボタンをクリック
してください。

作成日時
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AMEDが提供する入力支援ツール（AMED収支決算書集計ツール）

AMED収支決算書集計ツールが保存されている場所に、
「output」フォルダが自動で作成されます。
フォルダにCSVファイルが保存されていることを確認して
ください。

ファイル名「AMED_Itakuhi2024XXXXXXXX.csv」
が保存されていることを確認してください。



➢ ログインは研究開発代表者又は機関事務代表者のＩＤで行ってください。
➢ 研究機関単位の公募事業の場合は、機関事務代表者のＩＤのみの対応となります。
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当機構が提供している「AMED収支決算
書集計ツール」によるCSVファイルの作成

を確認しましたら、ここをクリックして実績
情報の登録を開始します。
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次に課題一覧画面で該当の課題を検索します。

収支決算書の課題ＩＤは8桁の番号を
入力し、課題年度は2023年度、
検索対象は採択課題のみを選択し、

配分機関名（必須）のプルダウンから
当機構を選択後に、検索ボタンをクリッ
クしてください。
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検索結果が表示されましたら、課題年度が
2023年度であること、研究開発課題名、研
究開発代表者、課題の状態が年度終了と
なっていることを確認してください。

※課題の状態が「契約額登録済」であっても報
告開始日時以降であれば登録可能です。

課題年度、研究開発課題名、研究
開発代表者、課題の状態が確認で
きましたら「申請可能な手続きへ」
ボタンをクリックしてください。
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研究開発分担者への編集等の権限設定については、
報告者・権限設定の「編集」をクリックしてください。
（設定方法は次ページ参照）

➢ 採択課題の各種手続きに進みましたら、会計実績の
「新規」ボタンが表示されていることを確認してくださ
い。

➢ 「開始日」「締切日」の表示がなく「新規」ボタンが表
示されていない場合は、配分機関において登録期間
の設定等の手続きが済んでいない場合があります。
配分機関の事業課担当者にお問い合わせください。

➢ 「開始日」「締切日」の表示はあるが「新規」ボタンが
表示されていない場合は、e-Radへのログインが研究

開発代表者または研究機関事務代表者以外の方の
IDでログインされている場合があります。研究開発代

表者または研究機関事務代表者（事務代表者から
権限を委任された担当者を含む。）のIDでログインし
てください。
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報告者・権限設定について(新規・追加）

➢ 研究開発分担者を追加する場合は「行の追加」をクリックし
てください。

➢ 登録していない研究開発分担者に「編集」を設定しても、そ
の研究者からは編集することはできません。編集させるた
めには、変更申請を行って研究開発分担者として登録する
必要があります。担当事業課にお問い合わせください。

➢ なお、「編集」以外に設定すれば研究開発代表者が入力し
て登録することは可能です。

➢ 公募時に登録（変更申請で追加した場合を含む。）して
ある研究開発分担者は表示されます。閲覧・編集権限
欄の表示を確認してください。

➢ 研究開発代表者が支援ツールを利用して一括して登録
する場合は、すべての研究開発分担者を「閲覧」または
「無し」に設定してください。

➢ 研究分担者に編集権限を設定する場合は、研究分担
者は手入力で登録することとなります。まず研究代表
者が入力し、「一時保存」にしてから、研究分担者に登
録するよう連絡してください。研究分担者の登録完了後
に、研究代表者が金額に誤りがないか確認して、全体
の登録を行うことになります。
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プルダウンから「編集」「閲覧」「無し」のいず
れかを選択しましたら、「この内容で登録」を
クリックしてください。

➢ 研究者の異動等により所属機関等の表示
について、プルダウンから選択して修正す
ることが可能です。

➢ ここでの修正は実績報告の登録に限られ
ますので、別途変更申請を行ってe-Radシ

ステムの情報を変更しておく必要がありま
す。担当事業課へお問い合わせください。

報告者・権限設定について（修正）



➢ 注意喚起のダイアログが出ます。

➢ ここでも追加した報告者について注意事
項が記載されていますので確認してくだ
さい。

➢ 問題がなければ「OK」ボタンをクリックし
てください。
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報告者・権限設定について



➢ 報告者情報の登録は完了です。

➢ 「戻る」ボタンをクリックしてください。
「採択課題の各種手続」の画面に戻り
ます。
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報告者・権限設定について
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採択課題の各種手続画面に戻りましたら、会計実績
の「新規」をクリックして、次へ進んでください。

なお、「入力画面」となっている場合も、クリックして
次へ進んでください。



会計実績（委託費）の登録画面において会計
実績を直接登録することはできますが、

支援ツールを利用して収支決算書のデータ
を登録する場合は、画面下の「インポート」
をクリックしてください。

「委託費」の実績登録であることを
確認してください。
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「インポート」をクリックすると、「該当
データの入力情報は破棄されます。よ
ろしいですか？」と警告ダイアログが出
ますが、まだ未入力の状態ですので、
「OK」ボタンをクリックします。
なお、「入力画面」の場合も「OK」ボタン

をクリックしてください。この時点では、
まだ完全には破棄されておらず問題あ
りません。
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インポートにあたっては、まず始めに、
e-RadシステムのCSVファイル編集ツール
をダウンロードしてください。

➢ AMED収支決算書集計ツールで作成し
た「output」に保存されているCSVファイ

ルをそのままインポートすることはできま
せん。エラーとなります。（４ページ参照）

➢ インポートには、e-RadシステムのCSVファイ
ル編集ツールで編集(作成)したCSVファイ
ルを取り込んでください。

➢ e-RadシステムのCSVファイル編集ツールは

（委託費情報、補助金情報、研究成果情
報）の３つの種別毎にツールがありますの
で適宜選択してダウンロードしてください。

なお、 AMED収支決算書集計ツールは委託費
と補助金のいずれにも対応しています。

27



【会計実績（委託費）の登録例】

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

e-Radからダウンロードしたツールのうち CSVファイル編集ツール(委託費情報).xlsmを選択して起動してください。
ファイル名は変更しないようお願いいたします。

28

CSVファイル編集ツールは、収支決算書

を保存したフォルダの外に保存してくだ
さい。

➢ e-Radシステムの提供する「CSVファイル
編集ツール」の保存は、 「AMED決算書
集計ツール」の保存と同様に、必ず使用
しているパソコンに直接保存してご使用
ください。

➢ メールの添付ファイルからそのまま起動
した場合、またはサーバー等に保存した
状態から起動した場合は、誤動作により
機能しない恐れがあります。



e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

ツールを起動しましたら「データ取込」
ボタンをクリックします。

「委託費情報ファイル入出力シート」
であることを確認してください。

29

編集権限を設定した研究開発分担者に登録させる
ために一時保存としている場合は「修正」を選択し
てください。

➢ 「CSVファイル編集ツール」を起動しましたら、「output」フォルダに
保存しているCSVファイルの取り込みを行います。

➢ 編集ツールは、経費区分の委託費、補助金ごとにそれぞれ用意
されていますのでご注意ください。



「データ取込」をクリックするとデータ取込確認
が表示されますので「OK」をクリックしてください。 
ダイアログが表示されます。

30

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール



ダイアログが表示されましたら、
AMED決算書集計ツールで作成し

たＣＳＶファイルを選択して、「開く」
ボタンをクリックします。

31

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

「output」フォルダから
「AMED_Itakuhi2024XXXXXXXX.csv」
ファイルを選択します。



32

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

取り込みの確認画面が出ますので
取り込むCSVファイル名を確認して
「OK」ボタンをクリックします。

取り込みに数秒かかることが
あります。



取り込み完了画面が出ましたら
「ＯＫ」をクリックしてください。

33

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール



取り込みが完了しましたら、次に
「キー入力」をクリックしてください。

34

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール



35

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

➢ キー入力画面で「年度」、「課題ID」が正しく
入力されていることを確認します。

➢ 正しく入力されていれば「ファイル入出力」
ボタンをクリックしてツールのトップ画面に
戻ります。



次に「委託先（支出）」をクリックします。

36

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール



37

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

※AMEDが提供する入力支援ツールは、

必須項目のみを取り込むツールとなっ
ています。氏名(姓)等の必須項目以外

の項目は省略しているため、空白と
なっています。

「委託先（支出）」のシートの「必須」項目※
に入力漏れ等がないか確認するため、
「入力チェック」ボタンをクリックしてエラー
の有無を確認します。



38

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

入力チェック開始の確認ダイアロ
グが表示されますので
「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。



➢ 「エラー」がある場合は「エラーが発生しました。」と
表示が出ます。

➢ エラー箇所のセルは赤く反転していますので、 「OK」
をクリックして適宜修正してください。 (次ページ参照)

➢ エラーがない場合は「エラーはありません。」と表示
されます。43ページへ進んでください。
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e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール



40

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

「エラー」がある場合はエラー箇所のセルは赤く反転して
います。「処理結果」のシートでエラー内容を確認して適宜
修正してください。

このケースでは必須項目のセルが空欄となっています。
収支決算書の数値を確認して手入力してください。

なお、収支決算書の数値が数式
(間接経費等)の場合には、小数点

以下の数字が含まれていることが
ありエラーとなります。小数点以下
を削除して整数としてください。



「エラー」がある場合はエラー箇所のセルは
赤く反転しています適宜修正してください。

このケースでは必須項目のセルが空欄となっ
ています。収支決算書で確認したところ
「5,600,000円」であったので手入力して修正
します。

41

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

修正が完了したら、再度
「入力チェック」ボタンをク
リックして確認します。
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e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

入力チェック確認のダイアログ
が表示されます。
「ＯＫ」をクリックしてください。



43

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

「エラーはありません。」と表示さ
れましたら「ＯＫ」ボタンをクリック
してください。



➢ 「入力チェック」が終わりましたら、
「委託先(支出)」シートの入力は終了
です。

➢ 「ファイル入出力」ボタンをクリックし
てツールのトップ画面に戻ります。

44

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

エラー箇所にあったセルの
赤の反転は消えています。
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e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

次に、「委託先（収入）」をクリックします。
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e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

「委託先（収入）」のシートの「必須」項目※に
入力漏れ等がないか確認するため、「入力
チェック」ボタンをクリックしてエラーの有無を
確認します。

※AMEDが提供する入力支援ツールは

必須項目のみを取り込むツールとなっ
ています。必須項目以外の項目（自動
計算項目を除く）は省略しているため、
空白となっています。



入力チェック開始の確認ダイアログ
が表示されますので
「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。
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e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール



48

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

「エラーはありません。」と表示され
ましたら「ＯＫ」ボタンをクリックして
ください。



49

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

➢ 「入力チェック」が終わりましたら、
「委託先(収入)シート」の入力確認は
終了です。

➢ 「ファイル入出力」ボタンをクリックし
てツールのトップ画面に戻ります。



50

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

次に「総括表備考欄」を
クリックしてください。



51

※総括表備考欄は繰越等がある場合の任意の登録であり、
収支決算書に繰越等の該当がない場合は空白となっていま
す。
繰越額がある場合は「必須項目(年度、課題ID)」とともに

「令和６年度へ○○円（直接経費○○円、間接経費○○円）
を繰り越している。 」
と表示されます。
なお備考欄の登録は、インポート後にe-Radシステム上の
登録画面からも直接入力できます。

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

備考欄への記入の必要が無ければ、「入力チェック」ボタンを
クリックしてエラーの有無を確認します。53ページへお進みく
ださい。

※繰越がある場合は次ページを参照してください。



52

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

「年度、課題ID」及び備考欄に繰越額が

正しく表示されていることを確認したら
「入力チェック」ボタンをクリックして入力
エラーの有無を確認します。

令和６年度へ繰越がある課題は、「年度、課題ID」

とともに「令和６年度へ○○円（直接経費○○円、
間接経費○○円）を繰り越している。」と表示されま
す。

なお、複数の収支決算書で繰越がある場合も、研
究者番号で区分され、すべて表示されます。



入力チェック開始の確認ダイアロ
グが表示されます。
「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。

53

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール



「入力チェック」ボタンをクリックして確認し、
「エラーはありません。」の表示が出ました
ら「ＯＫ」ボタンをクリックします。
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e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール



55

「入力チェック」が終わりましたら「総括表備考欄」シート
の入力は終了です。「ファイル入出力」ボタンをクリック
します。

※総括表備考欄が空白のまま「データ出力」した場合
は、データ出力の途中で注意喚起のダイアログが出現
します。（58ページ参照）

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール



56

データ入力がすべて終了し、委託費情
報ファイル入出力シートに戻りましたら
「データ出力」をクリックしてください。

入力されたデータにエラーがなければ、
e-RadシステムへインポートできるCSV
ファイルが作成されます。

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール



「データ出力」ボタンをクリックすると、
出力確認のダイアログが表示されます。
「ＯＫ」ボタンをクリックしてください。
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e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール



58

このダイアログは、「総括表備考欄」シートの入力チェック
の際、備考欄が空白のままでチェックを完了した場合
(※55ページ参照)に出現しますが、そのまま「ＯＫ」ボタン
をクリックしてください。

なお、備考欄への登録は、インポート後でも（ツールを使
用せずに）直接e-Radシステムに登録することができます。

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール



59

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

「一括登録用データ」フォルダに 「Itakuhi2024XXXXXXXX.csv」が保存
されていることを確認してください。(61ページ参照)

「データ出力」をクリックして入力されたデータにエラーがなけ
れば、e-RadシステムへのインポートができるCSVファイルが
作成され、フォルダ名「一括登録用データ」 (自動で作成)に
保存されます。

フォルダの保存場所及びファイル名を確認しましたら「ＯＫ」
ボタンをクリックしてください。



60

e-Radシステムが提供するCSVファイル編集ツール

「データ出力」が完了しました。

「一括登録用データ」フォルダ(自動で作成)を
確認してください。

フォルダにはe-Radシステムへインポートがで
きるCSVファイルが作成され保存されています。

フォルダはCSVファイル編集ツールを保存した
場所の近くにあります。



「データ出力」が完了すると、e-Radシステムへ
インポートができるCSVファイルが作成され、
「一括登録用データ」フォルダ(自動で作成)
に保存されます。

61

「一括登録用データ」フォルダにファイル名
「Itakuhi2024XXXXXXXX.csv」

が保存されていることを確認してください。

作成日時



62

※（参考）フォルダ作成の例

①デスクトップに
令和5年度会計実績【委託事業】というフォルダ

を準備し、収支決算書を保存するために任意
のファイルinput-会計実績_代表●●●●を作
成します。

②「AMED収支決算書集計ツール」、「CSVファ

イル編集ツール」を保存し、それぞれのツー
ルを起動してCSVファイルを作成します。

③各ツールを起動して実行すると、outputお

よび一括登録用データフォルダが自動で作
成され、CSVファイルが保存されます。



取込情報が「委託費情報ファイル」となって
いることを確認してください。

取込区分が「登録」となっていることを確認
してください。

なお、「入力画面」から進んだ場合、例えば
編集権限を設定した研究開発分担者があ
る場合などにはプルダウンから「修正」を選
択してください。

63

インポート用CSVファイルが保存されていることが確認できましたらインポート指示画面
（会計実績の登録画面(27ページ参照)のインポートをクリックする。）に戻ります。

「一括登録用データ」フォルダに保存してある
CSVデータファイルをここに取り込みます。
「参照」をクリックしてください。



64

「一括登録用データ」フォルダから、
ファイル名「Itakuhi2024XXXXXXXX.csv」を選択する。

「参照」をクリックして、ダイアログ画
面から「一括登録用データ」フォルダ
に保存してあるCSVデータファイルを
選択して「開く」ボタンをクリックします。



65

「取込ファイル」の欄に「一括登録用データ」
フォルダに保存してあるCSVデータファイルが

表示されていることを確認しましたら「この内
容で登録」をクリックしてください。

取り込みには数秒かかることがあります。

インポート用CSVファイルが保存されていることが確認できましたらインポート指示画面
（会計実績の登録画面のインポートをクリックする。）に戻ります。
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注意喚起のダイアログが出ますの
で、問題がなければ「ＯＫ」ボタンを
クリックしてください。



インポートが終了するとインポート完了画面が

表示されます。

ここをクリックして「処理結果一覧」で処理状況

を確認してください。
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68

初めてのインポートの際には、

「処理結果情報が見つかりません。」 と表示
される場合があります。その場合は自動更新
または更新（手動）をクリックして処理結果を
更新する必要があります。

処理結果一覧が表示されるのに数分かか
ります。処理中のため何度もクリックしない
ようにご留意ください。エラーではありませ
ん。

「エラー」と表示された場合は、処理結果をダ
ウンロードして原因を確認して対処してくださ
い。(次ページ参照）



処理日時ファイル名を確認し、
「正常終了」であることを確認して
ください。

「正常終了」が確認できたら
「戻る」ボタンをクリックして
インポート完了画面に戻ります。

69

「エラー」が表示されましたら
ここをクリックして処理結果
をダウンロードして、原因を
確認して対処してください。



70

処理結果一覧画面の「戻る」ボタンをクリック
すると、一旦インポート完了画面に戻ります。
続けて「戻る」ボタンをクリックします。



インポート完了画面の「戻る」ボタンを
クリックすると、会計実績（委託費）の
登録画面に戻りますが、まだこの時点
ではインポートの結果は反映されてい
ません。さらに「戻る」ボタンをクリック
します。
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72

「戻る」をクリックすると、「該当データの入力
情報は破棄されます。よろしいですか？」と
警告ダイアログが出ますが、この段階では
インポートの結果は反映されていませんの
で、「ＯＫ」ボタンをクリックします。



採択課題の各種手続の画面に戻りましたら、
「新規」から「入力画面」に表示が変わって
いることを確認してください。

確認できましたら、「入力画面」をクリックし
て会計実績（委託費）の登録画面からイン
ポートの結果が反映されていることを確認し
ます。
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(1)総括表に会計実績情報が入力されて
いることを確認してください。

また、この画面の下部にある研究開発
代表者、研究開発分担者ごとにそれぞ
れ入力されていることも確認してください。
（次ページ参照）
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(2)委託先・再委託先別決算書に

研究開発代表者、研究開発分担
者毎に会計実績情報が入力され
ていることを確認してください。
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会計実績情報が入力されていることを確認しましたら、
次に登録を行います。
「この内容で登録」ボタンをクリックしてください。

なお、会計実績の登録画面に「この内容で登録」ボタン
が表示されていない場合は、e-Radへのログインが研究
開発代表者以外のＩＤで行われています。

会計実績の入力は研究機関事務代表者（事務代表者
の権限を付与された事務担当者を含む。）のIDでログイ

ンしても可能ですが、会計実績の登録は、必ず研究開
発代表者のIDでログインしてから行ってください。

事務代表者が会計実績を入力した場合は、一時保存を
してから研究開発代表者に登録作業を依頼してください。
なお、研究開発代表者が退職等により依頼できない場
合は 担当事業課にご相談ください。



注意喚起のダイアログが出
ますので、問題がなければ
「ＯＫ」ボタンをクリックしてく
ださい。
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会計実績の登録は完了です。
「戻る」ボタンをクリックしてください。
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会計実績の登録は完了です。状態欄に

「研究機関処理中」の表示がある場合は、
所属の研究機関による承認を待っている
状態です。まだ、AMEDへは提出されて
いません。

「研究機関処理中」の状態であれば引き
戻しができます。修正等の必要があれば
「引戻し」ボタンをクリックしてください。
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以上で会計実績情報の登録は終了です。
引き続き、研究成果情報の登録を行ってく
ださい。

「配分機関処理中」の表示がある場合は、
所属の研究機関の承認が済み、AMEDに
提出されています。
会計実績の登録は完了です。

「配分機関処理中」の状態では「引戻し」ボタン
が消えており引き戻しはできません。
提出完了後に修正があれば、AMEDの担当事
業課へ「差戻し」の依頼を行ってください。
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この支援ツール（AMED収支決算書集計ツール）に関する
お問い合わせ先

国立研究開発法人日本医療研究開発機構
研究公正・業務推進部

研究業務推進課
E-maiｌ:  amed-erad@amed.go.jp

※e-Radシステムのヘルプデスクでは、このツールに関するお問い合わせには
対応しておりません。
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